
令和３年１１月１１日～１２日 南部・東部地域振興対策特別委員会県内調査■

１ 匠の聚視察＜１１月１１日（木）＞

【調査目的】匠の聚について

【調査概要】

匠の聚を視察した。

様々なジャンルの芸術家たちがアトリエを構え、創作活動を行う芸術家村である。

また、作品展示ギャラリーやカフェ、陶芸や七宝などアート体験ができる工房や宿泊コテージ

も備えられている。

＜１１月１１日（木）＞２ 川上村の振興を推進する住民の集い（川上村）

【調査目的】川上村振興の推進及び県施策の説明と地元住民との意見交換

【調査概要】

村井副知事、県関係部局長、川上村長等と南部・東部地域振興対策特別委員会委員、南部振興

議員連盟加入議員が出席し、川上村の村政及び奈良県の施策の説明を受け、地元住民と意見交換

を行った。

＜川上村の村政について＞

川上村 栗山村長から、川上村の村政について、主に以下の内容の説明を受けた。

・川上村の歴史について

・川上宣言について

・かわかみ源流ツーリズムについて

・水源地の村づくり、都市にはない豊かな暮らしを築くための取組について

＜奈良県の施策について＞

県関係部局長から、主に以下についての説明を受けた。

・令和３年度南部･東部地域の振興にかかる施策について

・新型コロナウイルス感染症対策について

・南和モデル「南和地域の在宅医療・訪問看護体制の強化」プロジェクトについて

・新たな森林環境管理制度の構築について

・地域を支える道路ネットワークの強靱化 紀伊半島アンカールートについて



＜地元住民からの意見、要望等＞

地元住民から、以下についての意見、要望等があった。

・国道の草刈り、通行規制について

・観光支援について

・河川へのゴミ不法投棄問題について

・フォレスターについて

３ 奈良県南部地域振興に向けての関係各位との懇談会（川上村）＜１１月１１日（木）＞

【調査目的】県施策の説明と関係各位との意見交換

【調査概要】

知事、村井副知事、県関係部局長、関係市町村長等と南部振興議員連盟加入議員、南部・東部

地域振興対策特別委員会委員、奈良県議会議長が一堂に会し、意見交換を行った。

＜奈良県の施策について＞

県関係部局長から、以下についての説明を受けた。

・令和３年度南部･東部地域の振興にかかる施策について

・新型コロナウイルス感染症対策について

・南和モデル「南和地域の在宅医療・訪問看護体制の強化」プロジェクトについて

・新たな森林環境管理制度の構築について

・地域を支える道路ネットワークの強靱化 紀伊半島アンカールートについて

＜意見交換＞

以下について意見交換が行われた。

・国民スポーツ大会開催にかかる橿原市の現状について

・ドクターヘリの夜間運行について

・南部･東部振興条例について など



４ 奈良カエデの郷ひらら視察＜１１月１２日（金）＞

【調査目的】奈良カエデの郷ひららについて

【調査概要】

奈良カエデの郷ひららを視察した。

ＮＰＯ法人宇陀カエデの郷づくりが、カエデ資源及び木造校舎の有効活用を図り、各種事業を

展開している。

また、地域雇用促進を図り、地域及び宇陀市の活性化に寄与している。

主な事業は、次のとおり。

カエデ育成管理販売事業、校舎活用事業、Cafe及び物品販売事業、ゲストハウス事業、

地域雇用促進事業、テレワーク推進事業、ＢＢＱガーデン事業、インバウンド事業（日本

文化体験）

５ 曽爾村会場視察＜１１月１２日（金）＞MIND TRAIL

【調査目的】 についてそにのわの台所katte

【調査概要】

曽爾村会場の案内所となっている「そにのわの台所 」を視察した。MIND TRAIL katte
農家や移住者から地域素材を使った商品を開発・製造したいというニーズがあり、約３０年前

にできた旧農産加工場を、製造許可付のシェアキッチンとしてリニューアルされた。

食を起点とした仕事づくり、交流の拠点として取り組み、地域の活性化に寄与している。


